
ブロックチェーン技術を用いた
電力需要調整力サービス

2019年2月15日

株式会社日新システムズ

システム・ソリューション事業部

小松 宣夫

第３回ふくおかAI・IoT祭り in SRP



会社紹介

社名 株式会社日新システムズ
設立 1984年7月2日
売上 約35億9,000万円（2017年度）
社員 217名（2018年4月現在）
所在 ＜京都本社＞

〒600-8482 京都市下京区堀川通綾堀川町293-1
＜東京支社＞
〒101-0024 東京都千代田区神田和泉町1番地

※住友電工グループ、日新電機（株）の100%出資子会社

設立：1917年（大正6年）4月11日
所在地：[本社] 京都市右京区梅津高畝町47番地
資本金：102億5,284万円
従業員数：5,008人（連結） 1,890人（単独）
売上：1,270億円（2017年連結）京都本社 久世工場 前橋製作所

計器用変圧器 受変電設備コンデンサ設備 車両ナンバー読取装置 太陽光発電/パワコン
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http://nissin.jp/product/renewable/vr/index.html


エネルギー事業の取組
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エネルギー事業の取組
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エネルギー事業の取組（国際標準規格)
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ECHONET Liteソリューション

Wi-SUN B、HANソリューション



エネルギー事業の取組（宮古島島嶼実証）
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出典：株式会社ネクステムズ



エネルギー事業の取組（宮古島島嶼実証）
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出典：株式会社ネクステムズ



エネルギー事業の取組

エッジコンピューティングのためのプラットフォーム
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エネルギー事業の取組（宮古島島嶼実証）

240mm

190mm
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H30～H32年度
宮古島全域遠隔制御実証・
需給バランス調整力効果検証



エネルギー事業の取組（宮古島島嶼実証）
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出典：株式会社ネクステムズ



ブロックチェーン技術への取組
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近年地震や、年々巨大化している台風等の自然災害が多発

国土強靭化への取組の重要性

そのために

地域のエネルギーの自給
地産地消
電力融通

これらの重要度が増していきます。

分散エネルギーシステム



ブロックチェーン技術への取組（実証実験紹介）

DELIA（Distributed Energy Ledger Infrastructure Alliance
：ブロックチェーンによる分散エネルギー情報基盤アライアンス）に加入し
、ブロックチェーン技術への取り組みを開始

DELIAビジョン
再生可能エネルギーの経済的な自立を目指して革新的な
分散エネルギーの市場を創り出す

テクノロジー
再生可能エネルギーの経済的自立
分散エネルギーの緩やかな統合

電力移動の証明

ビジネス
分散エネルギー経済圏の創出
分散台帳の多面的活用

出典：一般社団法人DELIA



ブロックチェーン技術への取組（実証実験紹介）

福岡市実証実験フルサポート事業 2017年度二期採択



ブロックチェーン技術への取組
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今回利用するブロックチェーン基盤：BBc-1
（Beyond Blockchain-One）

BBc-1の特徴（抜粋）
• 既存のブロックチェーンよりも強固な改ざん耐性
• データの共有範囲を設定し秘匿性を達成
• Bitcoinの考え方を踏襲した、(同一ドメイン内の) 第三者による検証可能性を担保
したデータ構造

• プライベートな応用でもトランザクションの証明機能を提供
• コア部ではベーシックな機能だけを提供することによる高度な拡張性

BBc-1(Beyond Blockchain-One)は慶應義塾大学の斉藤
先生が2017年10月にオープンソースでリリースされ
た日本発の新たなブロックチェーン基盤であり、従来
のブロックチェーン技術が持つ諸々の課題への長期
的な解決策を用意し、かつ短期的に控える実証実
験や、その後の実用化に至るまでのアプリケーション
開発を支援するための新たな基盤ソフトウェア

出典：ビヨンドブロックチェーン株式会社



エネルギー事業の取組（実証実験紹介）

エッジコンピューティングのためのプラットフォーム＋ブロックチェーン技術
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ブロックチェーン技術への取組（実証実験紹介）
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今後エネルギーゲートウェイを用いた電力需要調整力サービス実現の
ための実証を開始予定

電力融通

LTE



ブロックチェーン技術への取組（今後の展開）
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ローカルVPP内の分散エネルギー機器を自営網ネットワーク構築で

通信インフラも強靭化へ

ちょうどいいIoT向け無線通信



ブロックチェーン技術への取組（今後の展開）
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ブロックチェーン技術への取組（今後の展開）
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Wi-SUN FANの特徴

– 障害物にも強い920MHz帯を利用

– 近距離無線の中では通信距離が長い（500m～1km）

– マルチホップ（メッシュ構成）やIP通信、省電力対応な
どのオプションが豊富

– 電波の到達性が高い（距離だけではなく回折性も高い）

– 広範囲がカバーできるので、ローカルVPP利用を期待

– LTE回線と組み合わせることで、屋外でのローカルVPP
エリアを少ない回線コストでカバー



ブロックチェーン技術への取組（今後の展開）
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2019年2月4日 プレスリリース

世界初となる国際無線通信規格 Wi-SUN FANの認証
を取得（京都大学＋日新システムズ＋ROHM）

世界で計5社（Cisco、Itron、Landis+Gyr、
Renesas）



ブロックチェーン技術への取組（今後の展開）
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フレキシブル／スケーラブルで都市部から郊外までをカバー



ブロックチェーン技術への取組（今後の展開）
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ブロックチェーン技術への取組（今後の展開）
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京都本社

〒600-8482

京都市下京区堀川通綾小路下ル綾堀川町293-1

TEL 075-344-7961 FAX 075-344-7901

東京支社

〒101-0024

東京都千代田区神田和泉町1番地（神田和泉町ビル）

TEL 03-5825-2081 FAX 03-5821-1259

http://www.co-nss.co.jp

ご清聴ありがとうございました
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